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令和 ６年 宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 CFM １月 
 

 

第７２回 放送番組審議会議事録 

 

１ 開催年月日 ２０２５年（令和 ７年） １月２９日 

  

２ 開催場所 〒２４３－０１１１ 神奈川県愛甲郡清川村宮ヶ瀬９４０番地の２５ 

宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 本社 

  

３ 委員出席 委員総数 ５名   出席委員数 ３名 

  

 （１） 出席委員の氏名 藤田義友 朝倉英明 鈴木貴子 

  

 （２） 欠席委員の氏名 山本善男 山口洋子 

  

 （３） 放送事業者側出席者名 代表取締役 望月千弘 

取締役 放送局長 志村寧子 

 

４ 議事（審議内容） 

第１議案 放送番組の改編について 

前回の審議会において、放送番組の改編の可能性についての考え方を知りたいとのことを議題として説明を行った。 

開局当初より、役員、放送を行う現業の者には、一切の報酬を支払っていない、いわゆる「プロボノ」、「ボランティア」

による構成で、地域に必要な放送事業を行って、来年度は開局１６年目にはいる。その間、放送番組内の構成を変える

ことにより、対応してきている。 

放送番組の基本は、聴取者が望む放送番組だが、聴取者からは、できるだけ、現行の放送番組枠を変えないでほし

いとの要望がある。これは、当局の放送が、他の放送局（既存のＡＭ・県域ＦＭ放送）と異なった放送番組構成であるこ

と、そして、聴取者の時計代わりになっていることがあげられる。 

また、古くから災害慣れしている区域であり、基本的には、地上波デジタルテレビ放送の放送区域外であることから、

いくらラジオ放送だからといって、無理せず放送を続けてほしいと応援してくれる。 

放送番組改編を行うには、地域に必要な放送番組で、かつ、番組制作に係る費用を応援してくれる方の存在も必要な

要素でもある旨、説明した。 

委員からは、この件について、特に質問等はなかった。 

第２議案 「放送法第６条第５号の報告」について 

 前回の審議会開催以降、訂正放送等に関し、報告する事項はなく、また、放送番組に関して申し出のあった苦情そ

の他の意見は、ありませんでした。 

 

 

５ 審議機関の答申または意見に対してとった措置の内容及びその年月日 

  （答申又は意見の内容及びその年月日を併せて記載すること。） 

 

 

６ 審議機関の答申または意見の概要の公表  

  公表年月日 令和 ７年 ２月 ７日 

 

７ その他参考事項 

なし 

 


